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◆
私
の
読
書
感
想

　
　
　
斉
藤
治
子
『
令
嬢
た
ち
の
ロ
シ
ア
革
命
』　

　
　
　
　
　
　
（
岩
波
書
店
２
０
１
１
年
４
月
刊　

四
六
判
３
１
４
＋
７
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
名
市　

下
山
房
雄

研
究
会
同
人
の
皆
さ
ま

こ
ん
ど
は
斉
藤
治
子
『
令
嬢
た
ち
の
ロ
シ
ア
革
命
』（
岩
波
書
店
２
０
１
１
年
４
月
刊　

四
六
判

３
１
４
＋
７
頁
）
を
読
み
ま
し
た
。
最
後
の
モ
ス
ク
ワ
派
と
冷
や
か
さ
れ
て
い
た
故
・
大
崎
平
八
郎

さ
ん
の
組
織
し
た
ソ
連
旅
行
で
ご
一
緒
し
た
こ
と
も
あ
る
著
者
で
（
御
夫
君
は
私
の
学
生
時
代
の
先

輩
的
友
人
）、
出
版
さ
れ
て
幾
つ
か
の
書
評
が
出
た
時
か
ら
読
も
う
と
思
っ
て
い
た
本
で
す
。

　

私
の
ロ
シ
ア
史
あ
る
い
は
10
月
革
命
史
の
イ
メ
ー
ジ
は
学
生
時
代
に
安
価
な
モ
ス
ク
ワ
発
行
の
英

語
版
ソ
党
史
（
ボ
）
―
―
公
式
の
党
史
は
四
つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
版
で
す
―
―
を
拾
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い
読
み
し
、
そ
の
後
、
ジ
ョ
ン
リ
ー
ド
の
「
10
日
間
」（
映
画
「
レ
ッ
ド
」
も
併
せ
）
を
読
ん
で
と

言
う
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
が
多
少
は
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream
/2115/5016/1/K

J00000112943.pdf

　

一
番
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
２
月
革
命
の
臨
時
政
府
が
３
月
に
８
時
間
労
働
制
（
７
月
に
は
女

性
参
政
権
！
）
を
制
定
し
た
こ
と
で
す
。
藤
本
先
生
受
け
売
り
で
私
は
「
１
９
１
７
年
11
月
社
会
主

義
革
命
の
直
後
、
ソ
連
政
府
が
世
界
最
初
の
法
制
に
よ
る
全
労
働
者
対
象
の
８
時
間
労
働
制
を
実
施

し
た
」
な
ど
と
書
い
て
き
た
か
ら
で
す
（「
労
働
時
間
」
平
凡
社
１
９
８
５
年
刊
『
大
百
科
事
典
』

15
巻
１
０
７
１
頁
）。

　　

そ
の
こ
と
は
措
い
て
、
本
書
の
本
筋
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

　
「
１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
収
斂
し
た
」「
運
動
に
人
生
を
か
け
た
令
嬢
た
ち
」（
は
し
が
き

p.30

）「
ロ
シ
ア
革
命
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
の
地
平
を
切
り
開
こ
う
と
し
た
令
嬢
た
ち
」（
あ
と
が

きp.313

）
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア
リ
ア
ド
ゥ
ナ
・
テ
ィ
ル
コ
ー
ワ
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ラ
・
コ
ロ
ン
タ
ー
イ
、
エ
レ
ー
ナ
・
ス
タ
ー
ソ
ワ
、
イ
ネ
ッ
サ
・
ア
ル
マ
ン
ド
、
マ
リ
ー
ヤ
・

ス
ピ
リ
ド
ー
ノ
ワ
の
貴
族
出
身
五
人
で
す
。
テ
ィ
ル
コ
ー
ワ
は
カ
デ
ッ
ト
、
ス
ピ
リ
ド
ー
ノ
ワ
は
エ

ス
エ
ル
で
す
か
ら
、ソ
党
史（
ボ
）の
様
な
ソ
連
史
観
に
立
て
ば
革
命
家
で
は
な
く
て
反
革
命
家
で
す
。

　

し
か
し
斉
藤
さ
ん
は
、
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
ツ
ァ
ー
の
圧
制
に
闘
っ
て
民
主
化
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す



【読書】斉藤治子『令嬢たちのロシア革命』（下山房雄）

3

る
諸
潮
流
を
愛
惜
を
こ
め
て
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
て
ま
す
。

　
「
歴
史
学
と
歴
史
小
説
の
間
の
ジ
ャ
ン
ル
」
を
狙
っ
た
（p.314

）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ロ
シ

ア
語
文
献
が
過
半
の
注
記
は
史
学
論
文
形
式
を
整
え
て
い
ま
す
。
レ
ー
ニ
ン
と
イ
ネ
ッ
サ
の
性
愛
関

係
は
い
つ
始
ま
り
何
時
終
わ
っ
た
か
を
推
論
す
る
よ
う
な
運
び
は
小
説
形
式
を
多
少
は
意
識
し
て
い

る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

読
ん
で
損
は
無
い
で
す
。
薦
め
ま
す
。


